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１１１１．．．．アグリアグリアグリアグリ特許特許特許特許にににに関関関関するするするするニュースニュースニュースニュース        [バイオ]などの表記は技術分野を示します。 

 

（１）特集：ｉＰＳ細胞問題 [バイオ] 

 

今話題騒然のｉＰＳ細胞関連発明。毎日ドラスティックに状況が変化しているよう

です。一連の主なニュースをまとめました。 

 

① [解説]「ｉＰＳ細胞」研究競争（読売新聞） 

☞ http://www.yomiuri.co.jp/iryou/news/iryou_news/20071210-OYT8T00074.htm 
② ｉＰＳ細胞：バイエル薬品、研究者と特許で話し合い中（毎日ｊｐ） 

☞ http://mainichi.jp/select/wadai/news/20080423k0000m040049000c.html 
 ③ 新型万能細胞、関連特許を一元管理（NIKKEI NET） 

 ☞ http://www.nikkei.co.jp/news/sangyo/20080227AT2G2600I26022008.html 
 ④ 万能細胞など関連特許、日本勢の欧米出願シェア５％(NIKKEI NET) 

☞ http://mainichi.jp/select/opinion/closeup/news/20080412ddm002040096000c.html 
 ⑤ ｉＰＳ細胞の特許競争、山中教授は自信（asahi.com） 

☞ http://www.asahi.com/science/update/0416/TKY200804150346.html 
 

（２）水素エネルギー実用化へ トナミ運輸など産官学連携 特許取得の見通し（北國

新聞）[環境] 

 

バイオエタノールやバイオディーゼルのほか、石油の代替エネルギーとしてその利

用が期待されている燃料電池。水素はその燃料電池の電源となるものです。 

 

☞ http://www.hokkoku.co.jp/_keizai/K20080401303.htm 
 

 

（３）簡単！特許情報を活用しよう サクラ咲く先端技術（FujiSankei Business i.）

[林業] 

 

サクラが活躍するのは花見やサクランボだけではありません。私たちの知らないと

ころで一年中活躍しているのです。意外や意外、サクラの利用範囲は想像を超える

ものがあります。 

 

☞ http://www.business-i.jp/news/for-page/chizai/200804020003o.nwc 
 

 

（４）死んだ魚見て思いついたビジネス（産経ニュース）[環境] 

 

発明者は魚に酸素を与えるためにこの発明を思いついたようですが、下水処理場な

どで利用されている活性汚泥法（かっせいおでいほう）は、水中に酸素を供給する

ことにより好気性微生物を増殖させて排水や汚水を浄化するもの。魚だけでなく、

水質浄化にも役立つのでは。 

 
☞ http://sankei.jp.msn.com/economy/business/080408/biz0804080317001-n1.htm 

 

 

（５）タカラバイオ、フコイダンを有効成分とする育毛料が欧州特許庁より許可を取得

（NIKKEI NET）[バイオ] 
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フコイダンは海藻に含まれる成分。「海藻は髪の毛によい」というのは迷信ではな

かったのですね。今晩のおかずはもずく酢に決定。 

 

☞ http://release.nikkei.co.jp/detail.cfm?relID=186365&lindID=4 
    

    

（６）ヒートアイランド抑制する壁面タイルを開発（岐阜新聞）[環境] 

 

名古屋工業大学が取得した特許を事業化したものです。地元の商工会議所を起点と

して広まっているところ、これは産学連携の一つのモデルかもしれません。 

 

☞ http://www.gifu-np.co.jp/news/kennai/20080415/200804150855_4546.shtml 
 

 

（７）環境に優しい光触媒印刷／ＫＡＳＴと東京応化工業が新技術（カナロコ）[環境] 

 
キーワードは「廃液が出ない」と「再利用」、そして「低コスト」。環境関連発明を

実用化するためのポイントがちゃんと押さえられています。 
 

☞ http://www.kanaloco.jp/localnews/entry/entryxiiiapr0804313/ 
    

 

（８）マイタケ：成分にストレス沈静作用－－産業技術センター／群馬（毎日ｊｐ） 

[食品][医薬] 

 

これまでストレス鎮静作用を有する物質としてはギャバ（γ-アミノ酪酸）がよく

知られていますが、マイタケにも同様の作用を有する成分が含まれていました。 

 
☞ http://mainichi.jp/area/gunma/news/20080419ddlk10040075000c.html 

 

 

（９）ミャンマー産ケツルアズキで納豆試作（信濃毎日新聞）[食品] 

 
ケツルアズキは別名ブラックマッペ。つまり、もやしの原料です。言い換えればこの発明
はもやしで納豆を作った、ということになるでしょうか。一度食べてみたいものです。 

 
☞ http://www.shinmai.co.jp/news/20080419/a-8.htm 

    

    

（10）環境技術特許出願、５テーマで日本がトップ（化学工業日報）[環境] 

 

実は日本は環境に関する技術は得意分野だった、というニュース。そういえばこの

アグリ特許に関するニュースも環境関連発明についてのニュースが多くなってい

ます。 

 

☞ http://www.chemicaldaily.co.jp/news/200804/25/04101_4138.html 
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（11）松山市：ユーカリ栽培で特許 高確率で発根、新たな収入源にと期待／愛媛 

（毎日ｊｐ）[農業][林業] 

 

ミカンの産地はユーカリの産地。いつかそんなふうに言われる日が来るかもしれま

せん。ちなみに本件の代理人は愛媛で開業している私の知り合いの弁理士です。 

 

☞ http://mainichi.jp/area/ehime/news/20080425ddlk38040362000c.html 
 

 

（12）酵素入り高圧温水で洗浄効果（中國新聞）[環境] 

 
酵素の力を利用した洗浄装置の発明。洗剤不要ということで、環境にも優しいということ
です。現在は業務用のようですが、家庭用の洗浄装置も開発されるといいですね。 

 
☞ http://www.chugoku-np.co.jp/News/Tn200804300112.html 

 

 

（13）油分解の細菌を商品化へ（中國新聞）[環境] 

 

先ほどのニュースは酵素を利用したものでしたが、こちらは細菌の油分解能力を利

用して排水中の油を分解するもの。日本がどんどんきれいになっていくような気が

します。 

 

☞ http://www.chugoku-np.co.jp/News/Tn200804300111.html 
 

（14）希釈海水で稚魚の生存率向上（中國新聞）[水産] 

 

海水魚が海の塩分で死亡してしまうのも不思議ですが、それだけ自然は厳しいとい

うことですかね…いずれにしても、稚魚の生存率が向上するのは喜ばしいことです。 

 

☞ http://www.chugoku-np.co.jp/News/Tn200804290058.html 
 
---------------------------------------------------------------------- 
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２２２２．．．．アグリアグリアグリアグリ商標商標商標商標・・・・ブランドブランドブランドブランドにににに関関関関するするするするニュースニュースニュースニュース    

 

（１）特集：中国における商標登録問題 

 

中国で「青森」が商標登録出願されていることが発覚して以来、中国や台湾で、日

本の地名が商標登録出願されていることがわかってきました。県もこの問題は無視

できないとして対応に当たっているようです。４月に報道された一連の主なニュー

スをまとめました。 

 

① 中国「鹿児島」商標 県が異議 申し立て（西日本新聞） 
☞ http://www.nishinippon.co.jp/nnp/item/13394 

② 「鹿児島」商標登録問題：知事、中国政府に不快感 ／鹿児島（毎日ｊｐ） 

☞ http://mainichi.jp/area/kagoshima/news/20080422ddlk46040379000c.html 
③ 青森の「森」は水３つ？ また中国で類似商標申請（産経ニュース） 

☞ http://sankei.jp.msn.com/economy/business/080417/biz0804171449008-n1.htm 
④ 商標登録問題：中国商標局、企業の申請却下 県の異議すべて認める／青森（毎

日ｊｐ） 
☞ http://mainichi.jp/area/aomori/news/20080418ddlk02040111000c.html 

 

 

（２）盛岡ブランド認証取り消し 商標抹消のせんべい店（岩手日報） 

 

アグリ知財ニュース 4月号でも取り上げましたが、もとはと言えば商標権の存続期

間の更新登録の申請を弁理士が怠ったために、登録商標であることを表示できなく

なったものです。このせんべい店に対して同情すべき点もあるような気がします。 

 

☞ http://www.iwate-np.co.jp/cgi-bin/topnews.cgi?20080410_13 
 

 

（３）本物でっせ 明石ダイにタイ形商標タグ（神戸新聞） 

 

マグロの代わりにアカマンボウ、アナゴの代わりにアンギーラ、シシャモの代わり

にカペリン等々、それと思って食べていた魚が実は違う魚だった…ということがあ

ります。品質保証のためにどんどん登録商標を活用して欲しいですね。 

 

☞ http://www.kobe-np.co.jp/news/touban/0000929755.shtml 
 

 

（４）特集：稲庭うどん問題 

 

ローソン子会社の 100 円均一ショップで販売されている「稲庭うどん」の品質に対

して、秋田県稲庭うどん協同組合がクレームを申し立てたというものです。ブラン

ドイメージをどのようにして守っていくか、考えさせられるケースです。 

 

① [稲庭うどん]１００均の商品 「品質悪い」と地元怒る（毎日ｊｐ） 

☞ http://mainichi.jp/select/today/news/20080411k0000m040145000c.html 
② ローソンの 100 円「稲庭うどん」 イメージダウンと地元組合反発（JCAST ニ

ュース） 

 ☞ http://www.j-cast.com/2008/04/14018927.html 
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③ １００円稲庭うどん問題 地域ブランドを再申請へ（河北新報社） 

☞ http://www.kahoku.co.jp/news/2008/04/20080426t43026.htm 
 

 

（５）新たに川内産「甘姫」 なると金時の商標登録３つに（徳島新聞） 
 
「なると金時」はサツマイモの一種。現在、なると金時に３つの登録商標がつけら

れているということは、商標に応じて生産者を選べるということです。 
 

☞ http://win-url.biz/a/xjbw 
 

 

（６）「本物の比内地鶏です」 秋田で認証制度スタート（asahi.com） 

 

比内地鶏は私も大ファンの一人です。日本農林規格に地鶏肉の定義等が規定されて

いますが（http://www.maff.go.jp/j/jas/jas_kikaku/pdf/kikaku_62.pdf）、秋田

の認証制度はさらに厳しい基準を設け、本気でブランドイメージの向上を計画して

います。 

 

☞ http://www.asahi.com/life/update/0421/TKY200804210042.html?ref=rss 
 
 
（７）石垣牛、ブランドに ＪＡが地域団体権（琉球新報） 

 

近年、「○○牛」なる地元密着型のブランド牛をよく耳にするようになりました。

そしてそれらは地域グルメの牽引役を担っています。 

 
☞ http://ryukyushimpo.jp/news/storyid-131504-storytopic-4.html 

 

 

（８）「ほっかほっか亭」の商標、総本部に使用権・東京地裁（NIKKEI NET） 

 

今年の 3月に、ほっかほっか亭総本部がプレナスに対し営業差し止めなどを求めた

仮処分の申し立てが却下されたことを受け、プレナスは 5 月 15 日に新ブランドを

立ち上げるという報道もあります。 

 
☞ http://www.nikkei.co.jp/news/sangyo/20080425AT1D2508B25042008.html 

 

---------------------------------------------------------------------- 
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３３３３．．．．海外海外海外海外のののの知的財産知的財産知的財産知的財産にににに関関関関するするするするニュースニュースニュースニュース    

 

（１）カナダ 

ファイザーのノルバスク特許、カナダ連邦裁判所が支持（NIKKEI NET） 

 

この記事だけではどのようないきさつでノルバスク特許の有効性が争われるよう

になったのかは不明ですが、期限切れ間近の特許を巡って、製薬メーカーとジェネ

リックメーカーが争っている事件です。 

 
☞ http://www.nikkei.co.jp/news/kaigai/media/djCCT3811.html 

 

 

（２）中国 

農業部：中国の植物新品種、出願 4700 件近くに（JETRO 北京センター） 

 

日本では年間出願件数を平成２２年度までに２０００件を突破することを目標に

しているそうですが、中国はそれをはるかに上回る出願件数です。 

 

☞ http://www.jetro-pkip.org/html/ipshow_BID_1058.html 
 
 

（３）韓国 

 

① 韓医学など韓国伝統技術の盗用を防ぐ（中央日報） 
 

韓医学などの技術情報が海外からでも無料でデータベース検索できるようになった
というニュースです。 

 
☞ http://win-url.biz/a/soxp 

 
② ＜環境キャンペーン＞地球は大きなボイラー（中央日報） 

 
地熱を利用したハウス栽培を紹介したニュースです。日本でも地熱を農業に利用して
いる例があります。こうして考えると地熱も立派な資源ですね。 

 
☞ http://win-url.biz/a/pcjo 

 

---------------------------------------------------------------------- 
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４４４４．．．．アグリアグリアグリアグリ知財部知財部知財部知財部だよりだよりだよりだより    
このコーナーでは、法律の改正情報、審査基準の改正情報、運用の変更情報などをお届けします。 

 

（１）地域団体商標登録出願に関する早期審査・早期審理制度について（特許庁） 

☞ http://www.jpo.go.jp/torikumi/t_torikumi/t_dantai_souki.htm 

（２）２００７年度模倣被害調査報告書について（特許庁） 

☞ http://www.jpo.go.jp/torikumi/puresu/puresu_jittai_2007.htm 

（３）模倣品被害の実態（特許庁） 

☞ http://www.jpo.go.jp/torikumi/mohouhin/mohouhin2/jittai/jittai.htm 

（４）中小企業に対する知財戦略支援事例分析報告書～地域中小企業知的財産戦略支援

事業から～について（特許庁） 

☞ http://www.jpo.go.jp/torikumi/chushou/chusyoyjirei.htm 

（５）中小企業の知財戦略構築を支援するマニュアルの公表について（特許庁） 

☞ http://www.jpo.go.jp/torikumi/puresu/press_chusho_manual.htm 

（６）中小・ベンチャー企業知的財産戦略マニュアルについて～はじめてみよう！知財

経営～（特許庁） 

☞ http://www.jpo.go.jp/torikumi/chushou/manual_tizaikeiei.htm 

（７）ものづくり中小企業のための意匠権活用マニュアル（特許庁） 

☞ http://www.jpo.go.jp/torikumi/chushou/mono_manual.htm 

（８）農水省 酵母など中小企業の食品技術 海外流出防止を支援（FujiSankei 

Business i.） 

☞ http://www.business-i.jp/news/sou-page/news/200804220008a.nwc 

（９）特許からみた日本の技術競争力－平成１９年度特許出願技術動向調査結果から－

（特許庁） 

☞ http://www.jpo.go.jp/torikumi/puresu/press_kyousouryoku.htm 

（10）特許出願技術動向調査報告（特許庁） 

☞ http://www.jpo.go.jp/shiryou/gidou-houkoku.htm 
 

※※※編集後記※※※ 

ゴールデンウィークは皆様いかがお過ごしでしたか？私は中国の特許事務所を訪問し

て現地の弁護士や弁理士と交流を図ってきました。中国から帰国すると、プランターに

植えていたミニトマトの苗が勢いよく成長していてびっくり。この調子で育ってくれれ

ば、夏には鈴なりのミニトマトが見られそうです。 

…実のところ、私はトマトが苦手なのですが。 
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